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食
味
実
証
試
食
会
を
開
催 

荘
川
べ
っ
ぴ
ん
桜
の
メ
ン
バ
ー
は
、
市
や

町
の
観
光
・
商
工
関
係
者
を
招
き
、
一
月
二

十
七
日
荘
川
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
新
商

品
の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
桜
茶
、
五
穀
も
ち
ピ
ザ
、
ど

ぶ
汁
、
田
舎
ご
は
ん
、
大
根
の
え
ご
ま
煮
、

そ
し
て
つ
け
物
で
す
。 

試
食
後
に
食
べ
た
感
想
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
、
商
品
に
向 

け
て
の
参
考
に
し
た
い 

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
も
、
伝
統
食
の 

再
現
や
新
商
品
の
開
発 

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、 

地
域
の
活
性
化
の
た
め 

に
女
性
パ
ワ
ー
を
発
揮 

し
て
下
さ
い
。 
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皆
さ
ん
も
、
も
う
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
道
の
駅
に
『
ト
ト
ロ
』

が
出
現
し
ま
し
た
。 

道
の
駅
の
職
員
と
有
志
の
方
で
作
製
さ
れ
た
雪
像
で
す
。
二
月
十
一

～
十
三
・
十
九
・
二
十
日
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
見
に

行
か
れ
ま
し
た
か
？ 

思
わ
ず
バ
ス
停
で
メ
イ
ち
ゃ
ん
と
ト
ト
ロ
が
猫
バ
ス
を
待
っ
て
い

る
シ
ー
ン
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
あ
の
猫
バ
ス
に
乗
っ
て
ト
ト
ロ
の

世
界
へ
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
ネ
。 

記
念
撮
影
を
し
て
い
く
観
光
客
も

多
く
、
是
非
来
年
も
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
感
動
と
微
笑

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

上段左側から 大根のえごま煮、五穀もちピザ   

下段左側から 田舎ごはん、どぶ汁、桜茶 

ゲゲゲ・・・ 
ミナモ 

（ぎふ清流国体ﾏｽｺｯﾄ） 可愛いカバ 

 

 

2月19日（土）、そばの里駐車場で「ひだ

荘川雪まつり」が開催されました。来場され

た観光客は、ソリ滑りや宝探しの雪上ゲーム

や餅つきなどで楽しんだり、荘川そばや飛騨

牛を堪能しました。 

ここでも、巨大かまくらやマスコット、ア

ニメのキャラクターなどのすばらしい雪像

が、観光客の目を引いていました。 

うさぎ 
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 春の訪れと共に、別れの時が近づいてきます。特に中学校の３年生と過ごす時間が毎日減ってい 
ます。そう考えながら、授業で一人の生徒の作文をのぞいてみました。その生徒は英語で「毎日一 
緒に過ごしている友達とまもなく別れてしまう。悲しくて、泣きそうです。しかし、別れがあって、 
新たな出会いができるし、今までの友達を無くさず、新しい友達を作っていきたい。」と書かれて 
ありました。その英語を読んで、３年前の彼らとは違ってきたということが分かりました。その人 
に限らず、3年生の全員が成長していました。 
 ３月に旅立ち、卒業生は新しい出会いを楽しみに、その出会いが彼らの財産となることを願っています。 

３月 ８日（火） 荘川中学校卒業式 

３月23日（水） 荘川小学校卒業式 

３月25日（金） 荘川保育園卒園式 

 

世帯数   ４２６ 戸 （－ ４） 
総人口 １,２９５ 人 （－１７） 

男    ６２１ 人 （－ ８） 
女    ６７４ 人 （－ ９） 

平成２３年２月１日現在（ ）内は前年比 

 

編
集
後
記 

 

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
や
は
り
卒
業
と
い

う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど

ん
な
思
い
出
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 

私
は
、
小
学
校
の
校
長
先
生
に
『
信
念
』

と
書
か
れ
た
色
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

つ
ひ
と
つ
の
節
目
、
大
事
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。 

  
 

 
 

 
 

 

キ
リ
ン
さ
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広
報
部 

 

鈴
木
美
智
彦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

木
下 

靖 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

坂
上
小
百
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

益
戸 

梨
香 

 
 

 
 

 

広
報
題
字 

小
瀬 

数
廣 

皆様からの情報をお

待ちしております。 

 

 県中学スキー大会 （～1/13） 

【大回転】７位 清水亮太（東海北陸大会出場）【回転】６位 清

水亮太、８位 山前翔吾、９位 三島大河（東海北陸大会出場） 

【距離クラシカル】男子６位 三島龍也、女子６位 直井彩花（全

国大会・東海北陸大会出場）【フリー】男子５位 三島龍也、女子

６位 直井彩花 

 国体スキー競技会予選 （～1/16） 

【中学 1・2 年】【距離クラシカル】男子１位 三島龍也、女子３

位 直井彩花【フリー】男子１位 三島龍也、女子３位 直井彩花 

 全日本マスターズ県予選 （1/18） ２位 三島孝三 

 飛騨高山スラローム大会 （1/30）【5・6 年男子】２位 小瀬

大和 

 モンデウスジュニアスキー競技会 （2/6）  

【５年男子】１位 益戸優磨、【５年女子】2 位 三島寧々 

【中学男子】２位 清水亮太 

 県民スポーツ大会 （～2/7）【大回転 成年男子５部】１位 三

島孝三 【クロスカントリー 成年男子４部】６位 橋戸庄一 

 第 66 回国民体育大会冬季大会スキー競技会 （2/12） 

【成年Ａ】39 位 櫻田一平 

 

「経験、勉強、出会い」 

     上野々俣地区社教委員 山下  龍美 

社会教育運営委員会の社教部員になって、４

年が経過しようとしています 

ここで、いろいろな経験をさせて頂きました。

その中でも、ほとんど人の前で話をする経験な

どなかった私ですが、社教部長としてあいさつ

をする行事が何度もありました。何時も緊張の

連続で、人前で話す難しさを知ることと、また、

いろいろな人との出会いもあり、とてもいい経

験と勉強になりました。 

顔は知っていても話をしたことのない人もい

ましたが、活動していくうちに話をする機会も

でき、そこで、大変得るものが大きかったです。

本当にいい経験をしました。 

これからも、皆さんに愛される社会教育運営

委員会でありますように。 

 

 
 

  【 最終号 】 

こんにちは。だんだんと晴れ間も多くなり、もうすぐ春だなぁ～となんだかワクワクしています。 
今月は、聞き取り調査や健康サロン、活動報告会に向けての準備をしました。 

残りの荘川での活動も２週間をきりましたが、自分ではその実感がなく、まだまだ荘川にいる気がしてなりません。 
あるサロンでは一人ひとりの方からメッセージを頂き嬉しかったです。 

去年の４月から約１年間の活動でしたが、たくさんの方々と出会い、さまざまなことを経験し、中味の濃い１年
になりました。お便りにも書きましたが、自分自身、荘川のために何かできたのかな？と思うこともありますが、
一人でも多くの方と関わり、その方々が元気をもらえた！など、何か実感してもらうことができていたら私がいた
意味はあったのかな？と思います。「延長はないの？ 荘川にいればいいのに。」と何人かの方に言われました。
そう思ってもらえるだけで私は幸せ者だなと思います。 

結果的に実家の方に帰ることにしましたが、荘川に遊び 
に来ますのでその時まで忘れずにいて下さいね。 

皆さん、体調には十分気をつけて、まめでいて下さい。 
１年間という短い期間でしたが、本当にありがとうござ 

いました。 
 

岩田  志保 

岩田様には、社教行事の参加やご協力、また、当
だよりにも昨年の5月号から執筆していただき、あ
りがとうございました。荘川を忘れず、益々ご活躍
されることをご祈念申し上げます。 


